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80045 2008/
03/25

71075 クロイツフェ
ルト・ヤコブ
病

2007年プリオン研究会
Poster-20

日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年以上に渡り増加傾向を
示し、2005年は人口100万対1.23人であった。CJDサーベイランス委員会による
調査では過去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別では、孤発性
CJD 716例、遺伝性プリオン病 128例、感染性（獲得性）CJD 72例（変異型CJD
1例、硬膜移植後CJD 71例）、および分類不能 2例であった。

ク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向を80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Eurosurveillance 2007;
12(9）: E070906.1

チクングニヤ熱は2005年以来、大規模な流行がインド洋諸島とインドから報告さ
れているが、これまでヨーロッパ地域内での蚊による感染伝播は発生していな
かった。2007年8月にイタリアのエミリア・ロマーニャ州ラヴェンナ県衛生当局は
異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨床・疫学調査を行った。血清学的検査
およびPCR法でチクングニヤ熱と確定された。更にヒトスジシマカからもPCR法に
よりチクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4日までに合計197名の患者
が報告されている。

ク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ に同じク グ に同じク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ に同じク グ に同じク グ に同じ80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Lancet 2007; 370: 1840-
1846

イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性疾患患者が多数報告さ
れ、ヒトおよび蚊由来の検体を分析した結果、チクングンヤウイルス(CHIKV)が
原因であることが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に205例の
CHIKV感染症例を同定した。村の親戚　を訪問した時に発症したインド出身男性
が初発症例と推定された。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い相同性を示した。
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ク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ に同じク グ に同じク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ に同じク グ に同じク グ に同じク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さ80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Pediatr Infect Dis J 2007;
26: 811-815

チクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5つの新生児医療部門
で同ウイルスの母子感染を調べるため、後ろ向き記述的研究を実施した。母親
は出産時に徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したかをスクリーニン
グし、新生児38名を登録した。無症候の2名を除き、全母親が周産期 (分娩4日
前～1日後)に症状があった。全新生児が発熱（79%）、疼痛（100%)などの症状を
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。高い罹患率の周産期
母子伝播の可能性が初めて示された。

ク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ に同じク グ に同じク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ に同じク グ に同じク グ に同じ80030 2008/
03/12

70993 チクングニ
ヤウイルス
感染

PLoS Pathogens 2007; 3:
1895-1906

2005～2006年にレユニオン諸島でアウトブレイクしたチクングニヤウイルス
(CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝子の変異株（E1-A226V) が関係してい
た。この変異の、ネッタイシマカおよびヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性に対
する影響を調べた。その結果、ＣHIKVのヒトスジシマカに対する感染性が有意に
増加し、哺乳マウスへの伝播がより効率的になることが明らかとなった。通常の
ベクターであるネッタイシマカがいない同地域でＣＨＩＶＫが大流行したのはこの
変異が原因と考えられる。

ク グ に同じク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ に同じク グ に同じク グ に同じク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイ80046 2008/
03/25

71076 ツツガ虫病 朝鮮日報 2007年8月21
日

韓国では最近ツツガムシ病の患者が急増している。2007年8月20日、疾病管理
本部の発表によると、2002年に1,919人だったツツガムシ病の患者数が、04年は
4,698人、06年には6,420人に増加したことが分かった。1993年末に法定伝染病
に指定されて以来、患者数は実に25倍以上増加した。ツツガムシ病は、主に9月
以降、ツツガムシ菌に感染したツツガムシ（ダニの一種）の幼虫に刺されることに
より感染する。10日間程度の潜伏期を経ると、突然高熱が発生し、目の充血、頭
痛、筋肉痛、発疹などの症状が現れる。

80045 2008/
03/25

71075 デング熱 ProMED-
mail20071001.3237

2007年9月30日、中国保健当局はFujian省Putian市で39例のデング熱症例が確
定されたと発表した。ベトナムでは2007年9月24日時点で約68000人が感染し、
内60名が死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Karachiで新たに22例のデ
ング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカリブ海諸国ではデング熱の最悪の
アウトブレイクが起こっており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を
訴え、約200人が死亡した。

デ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確80045 2008/
03/25

71075 デング熱 YAHOO!ニュース　2007
年10月14日

台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局によると2007年10月13日まで
に市内で511人の感染者が確認された。隣接する高雄市でも2つの区で集団感
染が発生しており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍が協力して
大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針である。

デ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 ま80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

ABC Newsletter 2007年9
月14日

AABBはCDCからAABBシャーガス病バイオビジランスネットワーク強化をするた
めの資金を受けている。2007年9月13日時点で、反復反応性供血710件でT.
Cruziに対する抗体の追加RIPA試験を行った結果、196例がRIPA陽性、486例が
無反応で、残りの検体については結果保留となっている。13の検査施設が
シャーガスネットワークにデータを報告し、18の検査施設が報告のため同ネット
ワークにアクセスしている。

トリパ 年 は から シ ガ 病バイオビジ ネ ト ク強化をするたトリパ 年 に同じトリパ 年 に同じ
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80059 2008/
04/22

80083 トリパノソー
マ症

Clin Infect Dis 2008; 46:
e44-47

血液製剤の輸血によりシャーガス病に感染し、死亡したスペイン人患者の寄生
虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調査の報告である。患者は白血
病の既往があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植の
ための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したこと
が確認された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、免疫
抑制剤治療実施前に、抗Trypanosoma cruzi抗体のスクリーニングを受けるべき
である。

22

トリパ に同じトリパ に同じトリパ 血液製剤 輸血によりシ ガ 病に感染し 死亡した ペイ 人患者 寄生80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

CMAJ 2007;177: 242 カナダ血液サービスは、2008年後半の血液製剤製造プロセス見直しの際に北緯
49度以北では稀にしか見られないシャーガス病のスクリーニングを開始する。2
種類のシャーガス病検査法がカナダ保健省の認可を待っている。供血血液の検
査実施は、血小板製剤の製造を「バフィーコート」法に切替えてからとなる。メキ
シコや中南米では800万人～1,100万人がシャーガス病の保因者であり、毎年
45,000人以上死亡している。カナダでは、これまでに輸血による感染が2例マニト
バ州で発生した。

80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

第48回　日本熱帯医学会
大会　12C-02

日本におけるラテンアメリカ人の慢性シャーガス病キャリアーからの献血につい
ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT.Cruzi感染マウス血液を4℃
にて1-21日間保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処理のものと差
異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、T.Cruzi虫体
はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム
はシャーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。

トリパ 第 回 本熱帯医学会 本における メリカ人 慢性シ ガ 病キ リ から 献血に80059 2008/
04/22

80083 トリパノソー
マ症

第48回　日本熱帯医学会
大会　2007年10月12-13
日　12C-02

日本におけるラテンアメリカ人の慢性シャーガス病キャリアーからの献血につい
ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT.Cruzi感染マウス血液を4℃
にて1-21日間保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処理のものと差
異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、T.Cruzi虫体
はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム
はシャーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。

トリパ 第 回 本熱帯医学会 に同じトリパ 第 回 本熱帯医学会 に同じ80048 2008/
03/25

71078 パルボウィ
ルス

J Gen Virol 2007; 88:
2162-2167

ヒト血漿プール中に新規のパルボウイルスPARV4とその変異株であるPARV5が
存在することが最近示された。4株のPARV4と2株のPARV5のDNA配列を分析し
たところ、PARV5はPARV4と同様に2つのオープンリーディングフレームを持ち、
PARV4とPARV5は92%近くのヌクレオチド相同性を示した。両者は密接な関係の
あるジェノタイプであり、ジェノタイプ1と2(PRV5と呼ばれていたもの）から成る
PARV4という1つのウイルス名を使用することを提案する。

パ ボウ ト血漿プ 中に新規 パ ボウイ とそ 変異株 ある がパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じ80045 2008/
03/25

71075 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1756-1764

米国の血液センター7施設において2000-2003年の期間に採取した5020名の供
血者由来の保存血漿検体を高感度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイル
スB19 DNAについて検査した。B19 DNA陽性率は0.88%であった。DNA陽性検体
の全てがIgG陽性で、23%がIgM陽性であった。IgM血清陽性率はDNA値と相関し
た。

パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供80041 2008/
03/24

71071 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1765-1774

B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熱または低PHによるB19Vの不活性化
はカプシド分解によるものではなく、感染性ブリオンがDNA枯渇カプシドへ変換
することによって起こった。DNA枯渇カプシドは感染性はないが、標的細胞に接
着することは可能であった。Parvoviridaeの他のウイルスとの比較試験の結果、
被殻状態でのB19V DNAの著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処
理に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ に同じパ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ に同じ80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1775-1782

ドイツ及びオーストリアで2003-2006年の計280万の供血検体をパルボウイルス
B19(B19V)についてミニプールNATによりスクリーニングした。その結果、10万
IU/ml以上は10万供血当たり12.7、10万 IU/ml未満は10万供血当たり261.5で
あった。10万 IU/ml未満のB19Vを含有する検体では全てに中和抗体（VP2)が検
出された。10万 IU/ml未満のB19 DNA陽性血液製剤は高濃度の中和抗体を含
有するため安全であると思われる。

23

パ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイパ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイパ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイ80062 2008/
04/22

80086 パルボウィ
ルス

Transfusion 2008; 48:
178-186

B19V IgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するため、製造血漿プール
1000以上について酵素免疫測定法による検査を実施した。血漿プールは平均
33±9IU/mL（最小値11IU/mL）のB19V IgG力価を含有し、これらの11IU/mLの
B19V IgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4.6 log、遺伝子型2の感染性を3.9 log
以上を中和した。このため、このようなプール由来の10%静注用免疫グロブリン
製剤（IVIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが明らかとなった。

24

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プ
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